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１．研究計画の概要 
アジア・太平洋諸国の中等・高等教育の現場
に「持続可能性学」の考えを導入し，若い世
代の人々にその考え方を広めるための方法
を研究する。とりわけ，気候変動に伴う自然
災害リスクに対処するアジア太平洋諸国の
ための「持続可能性学」を創成し，それを普
及させる方法について研究する。中等・高等
教育の既存のカリキュラムに新しい学問を
挿入する方法として，e－ラーニングに注目
する。アジア太平洋諸国において，「サステ
ナビリティ学：持続可能性学」の重要性につ
いて理解し，それを教育に組み込むためには，
それを可能にするシステムの開発が必要で
ある。当該研究は，データ・教材の共有と相
互扶助的教育運営を可能にする協調的サー
バ 群 シ ス テ ム （ KISSEL ： Knowledge 
Integration Servers System for 
E-Learning）の構築によって，その目的を達
成しようとするものである。具体的なケース
スタディを通して，このシステムが有効であ
り，成果があることを実証する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) アジア太平洋諸国の連携大学の KISSEL
サーバに，当該研究グループで改良する協調
的サーバ群管理システムの中核部分を反映
させることを目指した。システム改良とその
動作テストに予想以上の困難と手間を要し
たので，現時点で当初の目的が達成できてい
ない。継続的に努力して，年度末（2011 年 3
月）には作業を完了させる予定であった。 
(2) システム改良と同時にコンテンツの整備
を行った。サモア国立大学（ＮＵＳ)で開発さ
れたコンテンツは，それを利用するための教
師教育の実験を行い，コンテンツの利用状

況・教育効果の分析結果を論文としてまとめ
ることができた。 
(3) 2010 年 10 月に当該研究グループの主な
メンバーが琉球大学に集い，研究集会を開催
した。琉球大学で行われたアジア太平洋諸国
との実時間同時遠隔授業を見学した。 
(4) また，2011 年 3 月には，「持続可能性学
と情報通信技術に関する国際セミナー」
（International Seminar on Sustainability 
Science and ICT 2011 Japan）を茨城大学工
学部で開催予定でその準備をほぼ完了して
いた。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画をやや下回った。 
（理由） 
システム開発（改良）の作業は，全体の 8 割
程度完了している。2011 年 3 月までには，
予定した全ての作業を完了したいと考えた
が，震災の影響で作業に遅延がでている。 
 コンテンツ整備の作業は，当初予定した 6
割程度しか達成されなかった。これは，コン
テンツの英訳等に時間がかかっているため
である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) コンテンツ整備の作業が遅れた他の理由
は，システム開発（改良）の作業を優先して
実施したためであり，システム開発（改良）
が済み次第，全面的にエネルギーを投入し，
コンテンツ整備の作業の遅れを挽回する予
定である。 
(2) 2011 年 3 月には，「持続可能性学と情報
通 信 技 術 に 関 す る 国 際 セ ミ ナ ー 」
（International Seminar on Sustainability 
Science and ICT 2011 Japan）の議事録及び



それに関連したコンテンツを KISSEL サー
バ上で公開する予定であったが，震災の影響
で，このセミナーの開催を 2011 年９月以降
に延期した。 
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